
８月18日(日)午前、昼からの拡大三役会議に先立っ

て「遭難を考える集い」が開催され、８会より19名

が参加しました。

香川県連ではヒマルチュリの事故以来幸い三十数

年死亡事故は起こっていませんが、重大事故につな

がるような事故やヒヤリハットは多々見受けられま

す。年に一度の「遭

難を考える集い」を

通して登山で事故を

起こさないというこ

とを県連全体の共有

認識として再確認す

る場に出来ればと思

います。

○昨年行われた全国遭難対策担当者会議で報告のあっ

た気になる内容の報告

＊2017年における山岳遭難の概況（警察庁）

＊全国連盟の遭難対策に対する現況

＊青山千彰氏による山岳遭難事故報告書の紹介

・事故多発時間帯、魔の時間の存在

（午前11時前後、午後2時前後）

・変わりゆく登山風土とそのリスクの変化

・登山風土を形作る登山世代変化（2025年問題）

・山岳三団体（日山協、労山、ｊRO）における

事故の経年変化

＊全国連盟における過去三年間に起こった死亡・

行方不明の事案紹介

・登山中の病気による事故が増加（特に男性の

心疾患）

＊「自分に合った登山継続のために」の一文紹介

○香川県連において昨年労山新特別基金に事故報告

した６件の紹介

○各会の最近の事故・ﾋﾔﾘﾊｯﾄの報告、事故対策報告

○募集登山での危険性の喚起

《教育遭対担当：川尻寿彦》

８月18日午後、香川県勤労者山岳連盟拡大三役会

議を善通寺市民会館で開催し、８会から、県連理事

11名、各会三役９名、計20名が参加しました。

県連阿部会長から挨拶の中で、労山の趣意書の５

つの目標に言及され、登山環境を守ることは重要な

理念の一つ、そのために讃岐山脈ロングトレイル構

想の下、登山道調査・整備を行って来ました。

１)．大滝山の一部通行止め問題について

この度、大滝寺による大滝山の一部通行止めとの

県からの通知は、大滝寺が徳島県にあり私有地内の

登山道という難しい問題がはらんでいるが、私とし

ては登山者として通行止めは容認できません。

連盟としても、通行止めに至った原因を究明し、

他の山岳団体の意見を聞いて協力し、登山者の総意

をまとめて、地権者に通行止め解除を認めてもらう

よう陳情申し入れまでやって行きたいと表明。

続いて市原理事長から、８月11日予定していた高

松市スポーツ課が山の日イベントで大滝山登山を計

画していたが、竜王山に変更になったことが報告さ

れた。大滝寺側は、県を通じて〝今後、黙認しない

〟との立場を固辞している。

本件について、県内の他の山岳団体(岳連、高松

市民登山学校他)や徳島県の山岳団体にも働きかけ

て広く意見を聴取するとともに、登山者の総意をま
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☆登山の好時節近づく。意欲的な山行を旺盛に！

☆全会の大爆発で､300会員を必ず回復しよう

８/18拡大三役会で固い決意を確認しあう



とめて、地権者に認めてもらうお願いをする方向で

働き掛けて行きたい。各会の意見をお聞きしたい。

☆高松労山 お寺が徳島県

なので、香川県の人が行っ

ても聞いてもらえないだろ

う。運動するんだったら、

徳島県側に働きかけをして、

動いてもらわなければいけないのではないか。境に

関して香川県側は国有林なので、それとの関係が昔

からあるから、事実関係をまず県と明らかにしてい

くことが肝要だ。

☆塩飽山の会 通行止めとされた登山道は、讃岐山

脈の核心部、登山道通行止め解除を望む。

善通寺山の会 一定の制限があってもおかしくない。

やはり陳情を続けて行くしかない。

☆さかいで山の会 以前、通行して大滝寺の奥さん

にえらい剣幕で文句を言われた。以前から県や登山

団体との信頼関係が途切れている。他に代替えルー

トを整備する訳にもいかないし、寺側と良好な関係

に持って行く場を持って、通行させて欲しいとお願

いするしかない。

☆他の方の意見 徳島県側にも協力をお願いし、粘

り強く寺側に御願いし、大滝寺側の心を開いてもら

うしかないとするという意見が大勢だった。

２)会員拡大、及び、会運営上の諸課題について

☆山下事務局長からの報告 ８月度会員２－４名、

今年度に入り15－23＝－８名、２

年半で、７５－７５名のトントン。

三ヶ年計画３００名目標に対して、

残り４７名を頑張ろう。

各会からのアンケートによると、

各会とも具体的計画があり、個人

山行の活発化し、ＨＰ含め改善が

進んできている。登山教室も、観

音寺と善通寺で取組まれている。

あとはやる以外にない。出発時点

よりは全会が上まわって欲しい。

具体的にどういう手立てをとる

か、やり切っていくことが大事。

10月度は拡大担当者を含む拡大理

事会としたい。１０月〜１月又は、

１２月〜２月の３ヶ月位を拡大月

間にして追い込みを掛けたい。県連としての援助、

宣伝資材の準備を行なう。

若い人も含めて会員を拡大して、そこから繋がり

を作って、地域で頼りにされる山の会を作っていく

意識を持って取り組む。あと半年、大爆発を起こし

たい。

☆討論では 一般公募登山や拡大山行を毎月取組み

エンジョイ登山学校の受講生も参加している経験や、

やはり魅力的な山行を充実させることが大事だ。

楽しそうな笑顔をＳＮＳで発信し、楽しそうな山の

会をアッピールして、問い合わせがあればラッキー

かな。

また、メールで〝岩に興味があるんで〟という方

と繋がりをもって入会させたい。20代の女性会員が

一人いて、年齢が離れているので20代30代の会員を

入会させないと孤立してしまうので焦っている。対

象者が４〜５人おるが、なかなか入会してくれない。

なかなか入会はしてくれないが、やはり会員との

つながりが大事だ。熱心な人を入れるとそのつなが

りで入会が進むなど色々なケースがある。長い目で

見ていかなければならない。市広報だけでは、若い

人は入って来ない。ツールとしてＳＮＳの活用は重

要だ。定年退職した人で、何かしたいと思っている

方が入会して来るので、そういう方にも目を向けて

行きたい。

定年退職して、ネットで山の会を知り例会に参加

したら自分も出来そうだったので入会した。仲間と

山行に行くのは大変心強い。

山の会で、若い人達だけでお亀小屋に行って、一
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県内の女性会員の親睦を深め、

自律した登山者をめざす「女性交

流登山」を、88カ所四国遍路の結

願寺である大窪寺の裏山(女体山・

矢筈山)で行います。今年は日帰り

企画です。秋の一日、ふるってご

参加下さい。

日時：１０月２７日(日)

集合 ７時 長尾道の駅

解散 14時半 〃

山域：女体山・矢筈山

内容：山筋ゴーゴー体操 読図

ロープワーク

持参物：日帰り山行装備／行動食

スリング(120･60㎝各１)

カラビナ２枚／地図／コ

ンパス／三角巾／500円玉

費用：各会で実費

申し込み：各会集約

９/17火まで

(２) ろうさんＫＡＧＡＷＡ 県連盟だより №５３－６ 2019.8.25



緒に飲もうということになった。若い人達だけだと

話が合う。若い人で中心になってくれる人を育てな

がら、山行に行ってもらえたらいいなと思う。

世間ではやっているＳＮＳ登山だと訳の分からな

い人と登山行くのは不安だ。山の会の山行は、安心

感がある。

３)ヤングメンバーズクラブの立ち上げについて

11月までにヤングメンバーズの集まりをもち、登

山実現に向けて具体化をめざす。

50歳以下の会員が３８名いる(県連調査)。早めに

集まりを決めてやる。11月に入ると行事が多くなる

ので、とにかく１回、早めに集まってもらう。

11月クリーンハイキングの後、午後、場所を借り

て、みんなに集まってもらい話し合うのもいい。Ｌ

ＩＮＥを使って、コミニケーションを取ることも考

えては。

４)2020年四国ﾌﾞﾛｯｸ交流ハイキング計画(主管：香川)

・中讃地域の山の会(丸亀・善通寺・坂出)が中心に

なって計画し準備を行なう。有料宿泊施設、コミニ

テイセンター、公民館など、良い施設があれば紹介

下さい。６０人から８０人規模の施設を探す。
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(３) ろうさんＫＡＧＡＷＡ 県連盟だより №５３－６ 2019.8.25

８月７日から13日にかけて、会員

２人で穂高の岩登りを満喫して来ま

した。

７日 ２１時に出発。

８日 上高地には５時55分着。今日

は横尾までで、９時10分に到着。

午後から、屏風岩のアプローチ

の渡渉の偵察に行きました。。

９日 屏風岩・雲稜ルートを登りに

行きました。４時30分に出発して

渡渉部分を５時20分にすませて、

ルンゼを登り、６時15分にＴ４尾

根の取り付きに到着。

取り付きには雪渓の横の斜面を

登りました。５Ｐ登って、雲稜の

取り付きＴ４には８時着。

８時30分に登攀開始。

１Ｐ目は、凹角からハング部分

を越えて、ピナクルへ。

２Ｐ目は、そこから右へと越え

て、フェースを右上して、テラ

スへ。

３Ｐ目は、扇岩テラスまで。

４Ｐ目は、いよいよ核心部の人

工です。以前あった、ポルトの

軸にかかってある古いシュリン

ゲは、シャックルに替わってい

ました。相棒に言わすと、それ

が錆びていたとのこと。

５Ｐ目は、なおも、人工で登っ

てバンドを右にトラバースです。

ここで、やっと東壁ルンゼに入

りました。

６Ｐ目は、クラックを右から回

り込んでルンゼを登りました。

７Ｐ目は、ルンゼのスラブを登っ

て１４時に終了しました。

扇岩あたりから、風が吹いてき

て涼しくなりました。ここから、

いよいよ懸垂下降です。５回の下

降で16時にＴ４に降りてきました。

次は、Ｔ４尾根の下降です。４

回懸垂して取り付きに降りてきま

した。もと来たアプローチを下っ

て、18時55分に横尾に戻りました。

１０日 涸沢への移動です。７時に

出発して１０時半に着きました。

早く着いたので、テントのいい場

所を確保することが出来ました。

１１日 滝谷ドーム中央稜を登りに

行きました。４時30分に出発。南

稜の登りに苦しめられ、７時30分

に北穂南稜のピークに着きました。

ここから、涸沢岳に向かって稜線

を歩き、コルの鎖場から右の斜面

へと踏み跡を下るのですが、勘違

いして、かなり行きすぎてしまう

ミスを犯してしまいました。もと

に戻って、踏み跡を下りました。

９時30分に取り付きに到着しま

したが、先行パーティーが２組、

後から１組到着しました。

10時40分に登りだしましたが、

途中に待ち時間もあって、終了は

13時10分でした。内容は、５Ｐで、

実質時間は２時間ほどでした。

15時25分に涸沢まで帰りました。

１２日 下山日です。６時45分に出

発して９時５分に上高地まで降り

平湯で温泉に入って、高山の手前

でそばを食べて、日付の変わった

１３日の１時に帰ってきました。

★今回は、久しぶりに予定通りに２

本のルートを登れましたが、アプロー

チにかなり苦しめられました。

体力的に限界かな？と思いますが・・。

《山岳同人 五色の峰ＨＰ抜粋》

訃報 直井英明さん逝去

県連盟の功労者＝元理事長の直井英明さんが

７月29日、病気で逝去されました。享年77歳で

した。31日の葬儀には多くの仲間が参列して最

期のお別れをしました。ご冥福をお祈りします。



7 / 2 2～ 8 / 2 5の 山 行 内 容 ９ 月 予 定 １ ０ 月 予 定会
名 月 日 山 行 名 Ｃ Ｌ 参 加 日 山 行 名 日 山 行 名

0 7 / 2 7 - 2 8 ◎ 逆 瀬 川 下 部 沢 登 り 加 藤 3 0 1 - 0 4 ☆ 乗 鞍 岳 ・ 五 色 ヶ 原
/2 8 ☆ 剣 山 藤 田 2 0 8 ◎ 土 佐 矢 筈 (募 集 ) 1 2 ◎ 黒 笠 山
/2 8 - 3 1 ☆ 針 ノ 木 ～ 蓮 華 岳 井 上 1+ 3 1 4 - 1 6 ◎ 大 峰 弥 山 川 沢 登 り 14 ◎ 石 鎚 山 紅 葉 (募 集 )高

0 8 / 0 2 - 0 4 ☆ 八 ケ 岳 藤 田 2 2 2 - 2 3 ◎ ﾖ ｯ ﾄ山 行 仁 尾 ～ 島 並
/0 4 ◎ 剣 山 ・ 一 ノ 森 (募 集 ) 川 尻 2 + 3 2 8 - 2 9 ◎ 芋 炊 ｷ ｬ ﾝ ﾌ ﾟ + ﾎ ﾞ ﾙ ﾀ ﾞ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ
/ 0 4 - 1 5 ☆ チ ベ ッ ト ﾄﾚ ｯ ｷ ﾝ ｸ ﾞ 井 上 1 +α松
/ 0 9 - 1 6 ☆ 南 ア ル プ ス 縦 走 高 木 1
/ 1 0 - 1 3 ◎ 焼 岳 ・ 徳 本 峠 川 尻 4
/ 1 1 ☆ 石 鎚 山 藤 田 2
/ - 1 8 ☆ ｲ ﾝ ﾄ ﾞＨ ｽ ﾄ ｯ ｸ ｶ ﾝ ﾘ登 山 三 谷 1
/ 2 5 ☆ 笹 ヶ 峰 藤 田 2

0 8 / 0 4 ◎ 剣 山 市 原 3+ 1 0 8 ◎ 塩 塚 峰高
1 5 ☆ 伯 耆 大 山

ハ
0 7 / 2 2 ◎ 三 嶺 ： 山 下 3

/ 2 8 ◎ 剣 山 阿 部 6 0 8 ◎ 讃 岐 ﾄ ﾚ 大 川 山 － 東 山山
0 8 / 0 1 - 0 4 ☆ 唐 松 岳 喜 間 1+α 1 5 - 1 6 ◎ 蒜 山 1 3 ◎ 讃 岐 ﾄ ﾚ (東 山 峠 ～ )

/ 1 0 - 1 3 ☆ 加 賀 白 山 吉 原 1 2 4 ◎ 天 狗 塚 21 ◎歩
/ 1 1 ◎ 讃 岐 ﾄ ﾚ 滝 の 奥 － 大 川 阿 部 3
/ 1 7 □ 懇 親 会 谷 本 9会
/ 2 4 ◎ 六 甲 山 縦 走 真 柴 11
/ 2 6 ◎ 三 嶺 山 下 3

0 7 / 2 2 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ 宮 武 ｱ 2 + 1 0 5 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ
/2 7 - 2 8 ◎ 亀 ヶ 森 西 壁 ～ 石 鎚 北 壁 宮 武 ｱ 2 + 1 0 8 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ 06 ◎ 石 鎚 山五
/ 2 8 ☆ 烏 帽 子 岩 Ｒ Ｃ Ｔ 塚 原 1+α 1 4 - 1 6 ◎ 1 1 - 1 4 ◎ 九 州 岩 場 巡 り

08 / 0 1 ☆ 烏 帽 子 岩 Ｒ Ｃ Ｔ 塚 原 1+α 2 1 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ 19 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ色
/ 0 3 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ 宮 武 ｱ 3 + 1 2 2 - 2 3 ◎ 2 6 - 2 7 ◎ 高 知 岩 場 巡 り
/0 4 ◎ 剣 山 ｷ ﾚ ﾝ ｹ ﾞ ｼ ｮ ｩ ﾏ 宮 武 ｱ 3 2 8 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔの
/ 0 8 - 1 2 ◎ 穂 高 屏 風 岩 ・ 滝 谷 宮 武 ｱ 2
/ 1 6 - 1 7 ☆ 四 万 十 ｷｬ ﾝ ﾌ ﾟ 宮 武 ｱ 1 + 3峰
/ 1 8 ☆ 不 動 岩 Ｒ Ｃ Ｔ 塚 原 1+α
/ 2 0 - 2 4 ☆ 幌 尻 岳 塚 原 1+α

0 8 / 0 1 - 0 4 ◎ 北 岳 ～ 間 ノ 岳 植 松 5 0 8 ◎ 三 徳 山 ・ 投 入 堂さ
/ 1 1 ◎ 高 丸 山 荒 木 6 1 3 - 1 6 ☆ 唐 松 ・ 五 竜 岳 13 - 1 4 ◎ 蒜 山 三 山か
/ 1 7 ◎ 土 佐 矢 筈 植 松 3 1 5 - 1 6 ◎ 綱 付 森 ・ 天 狗 塚い

2 2 ◎ 伊 吹 山で
2 9 ◎ 石 墨 山

07 / 2 7 - 2 8 ◎ 矢 筈 山 中 村 8 0 7 □ 山 サ ロ ン 05 □ 山 サ ロ ン
08 / 0 1 - 0 4 ☆ 北 穂 ～ 奧 穂 山 地 3+ 1 0 8 ◎ 大 正 市 場 と 周 辺 の 山 12 - 1 5 ◎ 九 重 山

/0 3 - 0 4 ◎ 滑 床 テ ン ト 泊 吉 田 2+ 1 1 4 - 1 6 ◎ 剣 山 ～ 三 嶺 12 - 1 5 ◎ 石 鎚 山 紅 葉塩
/ 0 3 - 0 4 ◎ 三 本 杭 テ ン ト 泊 坂 上 ﾊ 3 2 0 - 2 3 ◎ 北 八 ヶ 岳 19 - 2 0 ◎ 裏 大 山 紅 葉
/1 3 - 1 5 ☆ 北 ア 雲 ノ 平 ・ 水 晶 岳 前 田 1 2 2 ◎ 四 国 の 道 野 根 山 街 道
/2 4 - 2 5 ◎ 大 剣 谷 沢 ～ 剣 山 森 ｶ 4 2 8 ◎ 善 通 寺 ジ ム Ｒ Ｃ Ｔ飽
/ 2 4 - 2 5 ◎ 剣 山 坂 上 ﾊ 6 2 9 ◎ キ ノ コ 狩 り

07 / 2 8 ◎ 瀬 場 谷 沢 登 り 佐 藤 ﾅ 4 0 7 ◎ Ｒ Ｃ Ｔ 0 6 □ 危 険 箇 所 (リ )善
0 8 / 0 4 ◎ 伯 耆 大 山 ﾕｰ ﾄ ﾋ ﾟ ｱ (拡 ) 佐 藤 ﾅ 1 2 + 5 0 8 ◎ 読 図 山 行 (リ ) 1 1 - 1 3 ☆ 木 曽 御 岳

/1 0 - 1 2 ◎ 燕 ～ 常 念 大 井 5 1 5 ◎ 湯 桶 丸 1 9 ◎ Ｒ Ｃ Ｔ通
1 8 □ 危 険 箇 所 (リ ) 三 野 3 2 0 - 2 4 ◎ 剣 山 ～ 次 郎 笈 (拡 ) 2 0 ◎ 天 狗 塚 (拡 )
2 5 ◎ 一 森 ～ 次 郎 笈 (教 ) 平 村 8 + 1 0 2 1 - 2 3 ☆ 栂 海 新 道 ・ 白 馬 22 □ ｺ ﾝ ﾊ ﾟ ﾆ ｵ ﾝ ﾚ ｽ ｷ ｭ ｳ (リ )寺

2 9 ◎ (拡 )

0 7 / 2 2 ☆ 蒜 山 三 山 岩 倉 1 0 5 - 0 6 ◎ 面 河 ～ 石 鎚 山 ﾃﾝ ﾄ
/ 2 3 - 2 5 ☆ 西 穂 ～ 奧 穂 土 屋 1+α 0 8 ◎ 石 鎚 山 交 流 山 行
/2 5 ☆ 西 ～ 東 赤 石 ﾄﾚ山 小 西 5 1 4 ☆ 赤 石 ・ 八 巻 山あ
/ 2 6 ☆ 八 巻 山 ﾄﾚ山 黒 河 5 2 0 - 2 3 ◎ 唐 松 ～ 五 竜
/2 8 ◎ 実 技 ④ 剣 山 安 東 18 + 1 2け

0 8 / 0 2 - 0 4 ☆ 秋 田 駒 ・ 栗 駒 山 井 原 1
0 8 / 0 2 - 0 5 ◎ 槍 ケ 岳 槍 沢 安 東 11ぼ

/ 0 5 - 0 8 ☆ 尾 瀬 山 下 ﾌ 1 + 1
/ 0 6 - 0 9 ☆ ジ ャ ン ・ 奧 穂 ・ 前 穂 岩 倉 1
/ 0 9 □ 納 涼 会 星 川 21 + 1
/ 1 8 ◎ 土 佐 矢 筈 星 川 13の
/ 2 2 ☆ 陳 ヶ 森 田 中 8
/ 2 2 ☆ 石 鎚 山 小 西 3

0 8 ◎ 石 鎚 山 交 流 山 行観

0 8 / ☆ 御 嶽 山 27 ◎ 伊 予 富 士Ｈ
0 8 / 2 4 - 2 5 ◎ 四 国 Ｂ 沢 教 室 31 - 0 1 ◎ 救 助 隊 大 屋 冨 訓 練 27 女 性 交 流 女 体 山

県
連

4

■
各
会
の
山
行
一
覧
と
こ
れ
か
ら
の
山
行
予
定

◎
例
会
山
行

☆
個
人
山
行

☆３１土・１日 救助隊 岩での基礎訓練 大屋冨
☆０８日(日) 市民ハイキング講座 交流実技：石鎚山
☆１８日(水) 県連理事会⑥ 高松 19時半～
☆ 讃岐山脈ﾛﾝｸﾞﾄﾚｲﾙ実行委
☆ メディア委員会
☆ 女性交流登山実行委

(４) ろうさんＫＡＧＡＷＡ 県連盟だより №５３－６ 2019.8.25


